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生活機能の高い高齢者における食物選択動機の様相
Aspects of Food Choice Motivation in Elderly People with High-level  
Functional Capacity
加　藤　佐千子
KATO Sachiko
１．諸　　言
　高齢者に将来に向けての不安を尋ねた調査結果１）では、「自分や配偶者の健康や病気」を挙
げた人の割合は、70〜74歳が81.5％、75-79歳は75.7％、80-84歳は77.0％であった。このよう
に７〜８割の高齢者は健康不安を抱いており、高齢社会において高齢期の健康維持・増進をど
のように支援していくかが課題である。このような中で、食行動は生命の維持に直結し、何を
どれだけ食べるかということは「生きる」ために解決されなければならない最重要の課題であ
る２）。また、食物選択の結果は、どの栄養素を摂取するかを決定し、健康やり患率、ひいては
死亡率への影響も考えられ大変重要である３）。さらに、食物選択の如何が、生活機能低下や病
気のリスク増大に影響を与えている４）〜10）。食習慣は、癌、冠状動脈性心臓病、心臓血管病の
死亡率の原因に関連し11）、食事は生存の予測因子でもある12）。さらに、食行動の発現の仕組み
と機能を調べることは、対象者の理解を深めることに繋がる２）ので、適切な食物選択を実践す
ることが望まれている。この「適切な食物選択」をするには、年齢層にかかわりなく、欠食を
せずにバランスよく、偏りなく適切な量の食物選択を行うことが重要である。その手段として、
高齢者においては、食の多様性を考える９）こと、食事バランスガイド13）を利用すること、主食・
主菜・副菜の揃った献立を実行する14）こと、１回の食事で主菜が２食以上とならないように配
慮する14）ことが提唱され、実践すれば「適切な食物選択」になると考えられている。
　しかし、人は、食物をその栄養組成によって分類している訳ではなく、「食べる─食べない」、
「おいしい─不味い」といった心的次元で分類15）16）することがある。「栄養が健康や病気に与え
る影響を過大に信じたりする」ということがあり、食物を非常に単純に体に「いい」「悪い」
と決めつけて利用することやある種の食べ物の好影響を過大評価することがある17）。これまで
得てきた知識や経験に合うように、さらに、未来の自分についてよりよい可能性を反映させる
ように、判断を行い18）食物を選択している。したがって、食行動変容のための食指導を行う際
には、「なぜ、その食物を選んだのか」という食物選択の理由や動機など、高齢者の食物選択
に対する認知的な様相にも配慮しないと不適切な食物選択に繋がることは否めない。
　しかしながら、食物選択前の意識、理由、動機、食物認知など、「食物選択過程の意思決定
に関わる認知的要因（以後、「食物選択動機」とする）」を捉えようとした研究19）20）は散見され
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るにすぎない。また、高齢者を対象とした研究21）22）はほとんど行われていない。そこで本研究
では、わが国の高齢者の食物選択動機の様相を明らかにすることを目的として行った。具体的
な体験をもとに語られる高齢者の食物選択動機の様相を一定の定義にしたがって明らかにする
ことは、高齢者を正しく理解することに繋がり、食事指導や健康増進にむけたアドバイスなど
にその知見を生かすことができると考えられる。
２．方　　法
（１）調査期間と調査方法
　調査は、2008年12月〜2009年10月に実施した。方法は半構造化面接および留置法による自記
式質問紙調査を用いた。半構造化面接の手法は、現象や研究領域におけるトピックに関する質
問を用意できるものの、回答を予測できるほどではないような時に用いられる方法23）であり、
本研究目的に適していると考えて用いた。面接での質問内容24）を表１に示した。面接の中で、
被面接者の語りを面接者が反復して意味を確認し、妥当性の確保に努めた。面接時間は、30〜
60分であった。面接と記録は筆者が行い、記録は匿名性を確保するよう努めた。面接の内容は、
協力者の了解を得て、IC レコーダーで録音した。面接場所は、K 大学の演習室、E 有料老人ホー
ム応接室、その他に協力者の自宅や希望場所を適宜設定した。質問紙調査では、属性、生活特
性などを尋ねた。
表１　半構造化面接における質問内容＊１）
・「過去２、３日に飲食したものを思い出してください」
・「どのような理由でその食べ物を選んだのか、購入したのか、教えてください」
・「食物を選ぶことについてたいていどのようにするか説明してください」
・「普段と違う食物選択をするときはどのような理由からですか」
・「あなたにとってどのようなことが食物選択に影響していると思いますか」
＊１）Rappoport et al. （1992）の研究を参考に設定した。
（２）調査協力者
　協力者の属性を表２に示した。協力者はシルバー人材センター、有料老人ホームで募集を行っ
た。また、機縁法25）により協力者を得た。すべての協力者は面接の日程交渉を自ら行える人で
あり、面接場所に一人で来ることが可能な人たちであった。なお、倫理的配慮から、知能スケー
ルを用いた評価は実施しなかった。ただし、老研式活動能力指標26）（高齢者の高次の生活機能
の測定に用いる指標）の得点が10点以上27）の人とした。 
（３）分析方法
　分析は、逐語録をもとに高齢者が食物選択動機をどのように認知しているかに注目し、２段
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階で分析を進めた。すなわち、第１段階は、逐語録をもとに食物選択動機を表す「言葉」を切
り取りながら食物選択動機の用語を生成した。次に、同義語を分類し、カテゴリー化して171
の「食物選択動機項目」を生成した28）。
　第２段階は、逐語録を再度見直し、Furst et al.20）の食物選択過程モデルの構成要素を定義し、
それにあてはまる「語り」を抽出した。また、先の「食物選択動機項目」を対応させる作業を
行った。なお、食物選択動機項目と構成要素を対応させる作業は、カードに食物選択動機項目
を１枚につき１項目ずつ記し、このカードを各構成要素の定義ごとに分類した。筆者と食物関
連の助手（54歳、女性）が一緒に行った。
　食物選択過程モデルとは、Furst et al.20）によって作成され、食物選択動機の様相を非常に広
範囲に捉え、概念化したモデルである。したがって、実際の語りの内容と食物選択動機項目を
この構成要素20）にあてはめる事ができれば、高齢者の食物選択動機の様相を幅広く捉えること
表２　面接時間と協力者の属性
ID 面接時間分　秒 性 年齢 同居人数 同居者 学歴
＊１ 学歴年数 現在の仕事 治療中の疾病有無 噛み具合
＊２ 高次の
生活機能
 1 SY 30m37s 女 76 2 配偶者 2 10 無職 あり 2 13
 2 YM 30m29s 男 65 2 配偶者 4 14 勤め あり 1 11
 3 MK 53m47s 女 82 2 配偶者 1 8 無職 あり 1 11
 5 FN 34m51s 女 71 4 配偶者・息子 1 9 無職 なし 1 12
 6 FM 31m42s 女 81 2 息子 2 10 無職 あり 1 12
 8 TM 38m54s 女 81 1 一人暮らし 3 12 無職 あり 1 11
 9 NH 41m04s 男 74 5 配偶者・息子・娘・孫女 3 14 勤め あり 2 13
10 FS 34m26s 女 82 2 息子 1 6 その他 あり 1 13
11 HM 42m46s 女 63 2 配偶者 3 12 無職 あり 1 13
12 KT 38m21s 女 73 1 一人暮らし 3 14 無職 あり 2 11
13 TF 41m14s 男 87 1 一人暮らし 3 17 無職 あり 2 13
14 RK 40m44s 男 68 3 配偶者・息子 2 12 無職 あり 2 11
16 EH 35m31s 男 60 3 配偶者・娘 2 12 無職 あり 1 13
17 JY 40m24s 女 62 1 一人暮らし 2 12 無職 なし 2 11
18 AI 44m50s 男 72 2 配偶者 3 16 無職 なし 2 13
19 MO 47m15s 女 69 2 配偶者 1 9 無職 なし 1 12
20 CE 41m29s 女 72 2 配偶者 1 9 無職 なし 1 13
21 HS 34m54s 女 78 2 配偶者 3 13 無職 なし 2 13
22 HS 36m08s 男 78 6 配偶者・娘・孫男・孫女 3 不明 無職 あり 2 11
23 HI 34m04s 女 68 2 配偶者 1 9 勤め あり 1 12
24 MY 40m10s 男 62 2 配偶者 3 16 無職 なし 1 13
25 KM 48m53s 男 81 6 息子・娘・孫男・孫女 3 15 無職 あり 2 12
26 YM 39m00s 女 76 1 一人暮らし 2 12 無職 あり 2 10
27 NI 37m27s 女 74 4 配偶者孫女 1 9 自営業 あり 3 12
28 SI 07m39s ＊３ 男 78 4 配偶者孫女 2 12 自営業 あり 1 12
29 IM 51m44s 女 84 7 娘・婿・孫男・孫女・曾孫 1 6 自営業 なし 2 12
30 NM 30m47s 女 64 2 配偶者 3 14 無職 あり 1 12
31 NA 36m38s 女 69 2 配偶者 3 16 無職 なし 1 11
32 KA 34m53s 女 64 1 一人暮らし 3 14 無職 あり 2 13
33 MT 33m28s 男 64 1 一人暮らし 2 12 無職 なし 1 11
34 IY 38m28s 男 83 1 一人暮らし 3 17 無職 あり 1 13
＊１　１＝小学校・中学校、２＝高等学校、３＝専門学校・短大・大学・大学院、４＝その他
＊２　１＝「どんなものでもほしいものを噛んで食べられる」、２＝「噛みにくいものもあるが、たいていのものは食べられる」、３＝「あ
まり噛めないので、食べ物が限られている」、４＝「ほとんど噛めない」、５＝「全く噛めず、流動食を食べている」
＊３　NO. 28の協力者は、途中で面接を中断したため、面接時間が少なかった。
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表３　食物選択過程モデルの構成要素の定義＊１）
構成要素 定義 抽出する語り
⑴ライフコース 個人の経験や歴史的時代の過
去の影響、流行や変遷の中で
の現代とのかかわり、未来の
出来事に対する予測について
の語り
これまでの人生の中での食物選択の経験などが理由
となって、現在の食物選択を動機づけているような
ことであり、自分たちのこども時代のしつけ方、自
身の食事選択パターンがどのように発展したかや、
食物を評価し使用する方法、過去の人生の役割と食
物との関係性、自身が独自の食物を食べねばならな
かった境遇等の語り
⑵影響 １）理想 食物選択を判断し、評価した
際に使用した比較法、参考に
なるポイントを提供した信念、
希望、基準、期待、理想等の
語り
個人が食物選択の理由をある信念によって選択した
という語りや独自の基準によって食物を選択したと
いう語り
２）個人的要因 心理学的・生理学的特徴から
引き出されたニーズや好みに
基づく個人にとって重要なも
のについての語り
空腹状態、食欲、嗜好、感情的な気分、雰囲気やフィー
リング、楽しみなどの感情特性、性別、年齢などの
要因、家族形態などの個人特性が関与した食物選択
についての語り
３）資源 利用可能な有形（例：お金、
設備、場所等）、無形（例：
技術、知識、時間など）のも
のについての語り
人が食物を選択する際に使用可能な有形、無形の資
源についての語り
４）社会的背景 人間関係、社会的役割、意味
の本質等についての語り
人間関係、社会的役割、意味の本質等についての語
りや片利共生的な食物選択をしていることや他人の
食物選択と関連して、自身の選択決定・管理を行っ
ていることについて
５）食物背景 食物の物理的環境、社会的環
境、特別な食物供給要因（季
節、市場要素、食物の有用性）
等についての語り
選択者の身体状況に起因する購入店のタイプ、サー
ビスの状況、立地条件の問題などの物理的環境や社
会的環境について、あるいは、食物の収穫時期、天
候などの特別な食物供給要因などについて、その食
物が役に立つかどうかの問題についての語り
⑶ 個人シ
ステム
１）感覚 食物の味、におい、外見等に
ついての語り
食物の味、香り、風味、テクスチャー、色彩、外観
等についての内容や食べることによって生起すると
予測される身体の感覚についての語り
２）利便性 時間、保存性、アクセスや準
備のしやすさ等についての語
り
実際の時間や身体能力、および食物の獲得や準備、
消費、飲食後の片づけをするのに必要な精神的・肉
体的関係性についての語り、ある特定の食べ物、飲
み物からの利益とかかわる時間と労力の消費につい
ての語り、食物の利用性についての考察等を述べて
いる内容
３）金銭上の考え方 人が食物選択に関して構成す
る金銭的考察に相当する価値
についての語り、すなわち、
実際の価格と認知された価格
についての語り
価格についての語りや実際の価格と認知された価格
についての内容
４）栄養と健康 病気の回避、コントロール、
体重コントロール、身体をよ
りよくするためなどに関連す
ることについての語り
成長や健康状態、体重管理、病気治療、慢性的な病
気など長期にわたる影響についてや、消化不良、ア
レルギー反応、活力水準、運動性能等への飲食物の
直接の反応に関する考察、栄養バランス、低脂肪、
体重管理、病気管理、病気予防などについての語り、
食物に含有される栄養素やそれらの効能についての
内容
５）関係性の折り合い 他の人の好みやニーズを重要
視することについての語り
人が他の人に食物を提供するとき、貰う時、分けあ
う時等に、その食物に対する相手にとっての必要性、
好みおよびその時の相手に対する感情などについて
の語り
６）品質 より良い品質についての語り 食物の質の良さはいうまでもなく、食物がどうやっ
て育ち、売られ、調理され、目の前に現れたかとい
う品質に対する個人的に構築された期待や、安全性
に関する配慮についての語り、および産地、製造者
などの品質表示に関する語り
＊１）各要素の定義は Sobal et al.（2006）と Furst et al.（1996）の研究を参考に設定した。
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ができたということができる。
　この食物選択動機の構成要素20）は、（１）ライフコース、（２）影響［１）理想、２）個人的
要因、３）資源、４）社会的要因、５）食物背景］、（３）個人システム［１）感覚、２）利便
性、３）金銭上の考え方、４）健康と栄養、５）関係性の折り合い、６）品質］などである。
なお、具体的な高齢者の経験に基づく語りから食物選択動機の様相を抽出する場合、定義が曖
昧であり、抽出すべき内容とそのレベルが一定にならないと考えられた。そこで、各構成要素
の定義を先行研究10）20）をもとに表３のように設定し、それに基づいて高齢者の会話内容を抽出
した。
（４）倫理的配慮
　研究の目的、意義、方法、研究参加の自由意思の尊重、および不参加でも不利益のないこと
の保証、目的以外にデータ使用をしないことなどについて文書と口頭で説明し、協力者の同意
を得て実施した。桜美林大学大学院研究倫理審査委員会の承認を得た（受付番号：08017、承
認日：平成20年12月24日）。
３．結　　果
　第１段階の分析によって分類、生成された食物選択動機は171項目であった。また、第２段
階の分析では、各構成要素の定義にあてはまる「語り」が抽出された。加えて「語り」と食物
選択動機の各項目とを対応させることが概ね可能であった。171項目を各構成要素別に分類し
た結果を表４に示した。本報告では、構成要素のうち、（３）個人システム［１）感覚、２）
利便性、３）金銭上の考え方、４）健康と栄養、５）関係性の折り合い、６）品質］の６つの
要素について記述する。つまり、「語り」や「食物選択動機項目」を用いながら、高齢者が食
物選択時にどのような事を重要視していたかについて解釈した結果を以下にまとめる。個人シ
ステムを取りあげたのは、すべての結果は膨大な量に及ぶこと、「個人システム」の要素は、
食物選択を決定する個人の認知を最もよく表すと考えたからである。なお、結果を述べる際に
用いた『　』は高齢者の発言内容、［　］は筆者の補足、（　）内数字およびアルファベットは
発言者（表２）の ID と会話文番号、《　》は食物選択動機項目である。
１）感覚
　「感覚」では、『まっあっさりしてるんで食べますけれど（8TM-17）』や『脂っこいモンに
なりますねえ（5FN-22）』などがその会話例であった。《味付けの濃いもの》《脂っこいもの》
《あっさりしているもの》など、食物に期待する味についての動機であった。また、《彩がよい》
《盛り付けがきれい》《見た目がよい》など、食物の色や外観を考えていた。『なんか口当たり
ええ［良い］やろ（3MK-16）』『食べたら、香りが違いますねぇ。（14TF-34）』のように、食
べた時のテクスチュアーや香りを予測して食物を選択すると語られた。
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表４　食物選択過程モデルの構成要素別に分類した食物選択動機の項目
構成要素 食物選択動機項目
⑴ライフコース 32　珍しいものである　33　いままでに食べたことがないものである　35　しばらく食べて
いないものである　36　伝統的に食べてきたものである　37　馴染みがある　38　幼少の頃
から食べている　39　普段（習慣的に）食べている　143　見栄を張る
⑵影響
１）理想 ２　食べ合わせがよい　３　パン食と合う　４　おかずになる　40　三食以外に食べない　
41　腹八分目にする　57　炊いたものである　66　食材を無駄にしない　140（食物に関す
る）言い伝えや迷信を守る　142　信仰する宗教の（食事に関する）教えを守る　149　いろ
いろな材料が混ざっていない　167　自宅で収穫しないものである
２）個人的要因 25　硬いものである　26　柔らかいものである　58　味見をしたいものである　59　味がよ
い　60　おいしい　61　食べたい（体が要求する）ものである　62　口に合うものである　
63　好きなものである　75　量（数）が丁度よい　76　量が多い　77　量が少ない　112　
空腹を満たす　135　呑み込みやすい　136　歯の調子に合う　137　噛みやすい　160　晩酌
に合う　161　医師から食事指導を受けている　162　栄養士から指導を受けている　169　
服薬中の薬に影響しない
３）資源 85　自宅まで売りに来てくれる　86　自宅まで配達してくれる　138　世間で話題になって
いる　139　広告に載っている
４）社会的背景 27　店の人が勧めたものである　28　知人が勧めたものである　29　周りの人が選んでいる
ものである　30　知人や近所に差し上げる　31　若者が集まる場所で食べることができる
５）食物背景 5　環境によい包装である　6　遺伝子組み換え食品ではない　7　環境に優しい方法で生産
している　8　安全性が高い　9　農薬の使用が少ない　21　政治上賛成できる国から輸入し
ている　22　旬のものである　34　新製品である　72　売れ残った商品である　78　家で料
理しないようなものである　79　もらいものや買い置きがある　80　（前日の）残り物があ
る　83　店の対応がよい　84　店がきれいである　87　店やスーパーで手軽に手に入る　88　
自宅や職場の近くで購入できる　141　小売店（専門店）のものである
⑶個人システム
１）感覚 53　味付けが薄い　54　あっさりしている（淡白である）　55　味付けが濃い　56　脂っこ
いものである　98　彩がいい　99　盛り付けがきれいである　100　見た目がいい　101　献
立を豪華にする　102　口直しになる　103　口の中がすかっとする　104　食感がよい　105　
匂いがよい　106　胸がすかっとなる　107　ストレスを発散できる　108　気分がよくなる　
109　リラックスできる　110　落ち着く（ほっとする）　111　口のさびしさを紛らわせる　
113　目先を変える
２）利便性 64　早く消費できる　65　その日に使用するものである　67　使い切れるものである　68　
利用範囲が広い　81（冷凍）保存ができる　82　一定の食材を常備しておく　89　後片付け
が楽である　90　用意が簡単である　91　準備に時間がかからない　92　調理がとても簡単
である　93　少ない材料で作ることができる　94　調理して疲れない　95　すぐに食べられ
る　96　手軽に食べられる　97　おかずがなくても食べられる　148　多種類のものが一緒
にパックされている
３）金銭上の考え方 69　家計費の範囲内で賄える　70　高価でない　71　安い　72　売れ残った商品である　73　
値段に見合う価値がある　74　おまけやポイントなどのサービスがある
４）栄養と健康 1　味付けの違うものを組み合わせる　42　体重をコントロールする　43　ダイエットする
（体重を減らす）　44　太らないようにする　45　体重にあまり影響しない　46　高カロリー
である　47　甘いものである　48　低カロリーである　49　砂糖が少ない　50　低脂肪であ
る　51　コレステロールが少ない　52　塩分が少ない　114　元気になる　115　力がつく　
116　しゃきっとする　117　生活をよくする（好調にする）　118　食べた後の体調に影響し
ない　119　アレルギーが出ない　120　お腹や胃に負担が少ない　121　血圧に影響しない　
122　湿疹が出ない　123　消化がよい　24　健康によい　125　体を温める　126　血液をサ
ラサラにする　127　疲労を回復する　128　便通を良くする　129　骨粗鬆症を予防する　
130　認知症の予防や治療に効く　131　「物忘れ」を予防する　132　自分の病気に適してい
る　133　髪の毛によい　134　肌・歯・髪・爪などによい　144　健康食品である　145　栄
養のバランスがよい　146　足りない栄養を補う　147　いろいろな種類のものを食べる　
150　昨日と食材が重ならない　151　食べ物が偏らない　152　栄養がある　153　ビタミン
やミネラルが豊富である　154　ビタミン C を多く含む　155　カルシウムを多く含む　156　
食物繊維を多く含む　157　タンパク質を多く含む　158　野菜の代わりになる　159　ご飯
（米飯）の代わりになる
５）関係性の折り合い 163　一緒に食べる人（夫、子、孫など）がいる　164　来客がある　165　夫の好みにあわ
せる　166　家族（子、孫）の好みにあわせる　168　夫が一人で作ることができるものであ
る　170　夫の体のためによい　171　家族（子、孫）の体のためによい
６）品質 10　自然のままの食材が使われている　11　食品添加物を含まない　12　人工的な食材を含
まない　13　使用材料が明かである　14　消費期限内（賞味期限）に消費できる　15　消費
期限（賞味期限）が明かである　16　製造日が明かである　17　製造者（メーカー）が明か
である　18　銘柄や品種が明かである　19　産地（国内）が明かである　20　原産国が明か
である　23　新鮮である　24　品質がよい
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　ある女性は、『やっぱり、モヤモヤとする時があるのですよ。そこのあれ、ちょっと食べよ
うと思って買いに行ったりね。…。まぁ、えぇいていうような感じでね。食べてるいう。やっ
ぱりストレス、我慢と。…（17JY-158-166）』と語り、気分がもやもやするときにそれを解消
できる食物を選択すると考えていた。また、おいしくないものを食べることや、経費を切り詰
めた食事をしているとストレスがたまることがあるので、《ストレス解消する》ことのできる
食物を選択すると語った。食べることによって気分を発散させることを期待していた。
　息子家族が近くに住んでいるが、諸事情により息子家族からの食事の提供を断っているとい
う背景を持つ男性は、『まぁ、［いつも行く惣菜店は］気の休まるとこなんですわ。せやから、
ストレス解消になるんですわ。（13TF-33-34）』と語り、弁当や総菜をその店で購入するとい
う行為や店の雰囲気が、自分のストレスを解消できると感じていた。
　有料老人ホームで暮らす女性は、『…それで、あの、そこ［ハンバーガーショップ］で皆若
いお母さん達とか、学生がこういるのを見ながら、すきっとしながら食べる［と］いうのが…
（30NM-94）』と語り、ハンバーガーショップで若者を見ることによって、結果として気分をすっ
きりさせることを期待していた。ある女性は、『ちょっと［口が］寂しなると、ほ［そ］して私、
甘いもんが好きなの。甘いお菓子をちょっと食べる。少しやけど。（29IM-33-35）』と語り、
好きな食物を食べることによって《落ち着き》や《ほっとする》あるいは《リラックスできる》
と考えていた。
２）利便性
　「利便性」に該当したのは、『これ、自分、買うて今日、食べるかな？明日、食べるかな？と
思たら、確実に食べるんやったら買いますけど。（17JY-109-112）』というように、《その日に
使用する》ことや《早く消費する》ことであった。一人暮らしの女性は、《使いきれるもので
ある》という購入量や《保存ができるもの》を重視していた。さらに、自宅に《食材を常備し
ておく》こと、いつも使用が可能なこと、その食材の《利用範囲が広い》ことを考慮していた。
　ある男性は、『結局、食事はねぇ、作んのは、そう苦にならんのですが、後片付けがかない
ませんねぇ。そしたら、なるべく後始末が楽なように。（13TF-78-79）』と後片づけの大変さ
を回避するという動機を語った。ある女性は、《調理して疲れない》ことを考えていた。さらに、
別の女性は、外出した日にお寿司を買って帰ることについて、『お魚引っ付いてるやン。お刺
身と一緒やン（3MK-36-41）』と述べ、お寿司はご飯だけでなくおかずも一緒であり、《調理
が簡単である》という理由を挙げていた。このように、《すぐに食べられる》こと、《手軽に食
べられる》こと、《おかずがなくても食べられる》など、その食物を選択した結果もたらされ
る利便性や簡便性を考慮していた。また、食材購入の際には、《多種類のものが一緒にパック
されている》物を選ぶと話し、便利さと栄養とを兼ね備えている商品かどうかが選択動機であっ
た。
３）金銭上の考え方
　「金銭上の考え方」では、『年金の範囲内で、食べるように、はみ出さないように。常にはちょっ
ノートルダム研究紀要43_横.indd   21 13/02/21   10:36
22
とケチっといて。（23HI-147-148）』というように、《家計費の範囲内で賄える》ことを考慮し
ていた。ある女性は、『結局な。うん、安い、安い、こうな、おんなしなん［同じもの］でも、
こう、今日安いと思ったら安いの買うやん（3MK-55-57）』と価格が《安い》ものであること
を繰り返し語った。別の女性は、『牛肉はちょっとお値段的に高いし、あんまりでき…、しい
しまへん。豚肉とか鶏肉が多いです。（10FS-98）』というように、豚肉や鶏肉を選ぶ理由は、
価格の《高い》牛肉の代替としてであった。いずれも《家計費の範囲内で賄える》ように、無
駄遣いをしないようにという金銭上の考え方を語った。また、《売れ残った商品》は価格が安
くなっているからとか、《おまけやポイント等のサービスがある》からなど、安さや付加価値
を考慮して値段に見合うかどうかを考慮していた。
　有料老人ホームで暮らす独居男性は、『ただやっぱり100円のリンゴと200円のリンゴいうた
ら200円の買っちゃうね、そういうぐらいのこと。だからって、特に贅沢決め込んでいるわけじゃ
ないけども、あの、わからんもんはやっぱりね、値段の良い方が良いのよ。（34IY-192-193）』
というように、贅沢という意味ではなく、同じ商品なら値段の高い商品の方が品質がよいと思
うから価格の高い食物を購入するという考えを述べた。この男性は、食物の品質と価格との兼
ね合いから、金銭上の考え方を語った。
４）健康と栄養
　「健康と栄養」では、『そやから、これ以上、痩せるのはええけど、太るのは心がけはしてま
す（17JY-30-31）』というように《体重を減らす》《太らないようにする》《体重にあまり影響
しない》など、《体重のコントロール》に繋がる事柄が語られた。選択しようとする食物が《高
カロリーである》のか、《砂糖が少ない》のか、《低カロリーである》のか、《甘いものである》
のかという事柄が食物選択を左右していた。ある女性は、《タンパク質が多く含まれている》
や《ビタミンや無機質が豊富である》等の特定の栄養素を含有しているかどうかを重要視する
と語った。それ以外にも《足りない栄養を補う》《味付けの違うものを組み合わせる》など《栄
養素のバランスが良い》食物であるかどうかを考慮していた。
　また、『青魚が［認知症に］いいって聞いてるでしょう。（27NI-9-10）』『朝にそのーバナナ、まっ
変な話ですが［バナナは］便通がいいちゅうので（8TM-13）』などのように、《認知症を予防
する》《物忘れを予防できる》《便通によい》など、高齢者に起こりがちな疾病を予防する食材
かどうかを考慮していた。ある女性は、《骨粗鬆症を予防する》ことを、また、別の高齢者では、
《自分の病気に適している》ことや《疲労を回復する》効果、《血液をサラサラにする》効果の
ある食物を選択すると考えていた。
　特定の食物を取り挙げる人もみられ、ある人は、卵はコレステロール含量が高いという知識
を持ち、そのことを述べた上で、卵の摂取を控えめにすると語った。みそ汁を朝食時のみ摂取
するという人は、その行為は《塩分を控える》ためであると考えていた。《血圧に影響しない》
こと、体調管理に繋がるかどうかがその食物を選択する動機であった。
　さらに、別の女性は、『力のつく物ですよねぇ。（23HI-138）』とか『何か、朝、コーヒーが
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美味しいから。一日が始まらんて感じでね。（19MO-24）』と語り、その食物を摂りこむこと
によって、《生活を好調にする》《力がつく》《しゃきっとする》ことを期待し、身体が《元気
になる》と捉えていた。ある食物を摂取することによって《体が温まる》効果を期待する人や、
《体調に影響しない》《湿疹が出ない》《消化がよい》《おなかや胃に負担が少ない》など、身体
に悪影響を及ぼさないということを考慮していた。加えて、《肌・髪・歯・爪によい》ことや《健
康食品である》など健康を増進させる食物か否かが食物選択動機であった。
５）関係性の折り合い
　「関係性の折り合い」では、夫と同居している女性が、『そんなもん。お父さんの好みに合わ
せて。どちらかというと自分の好みよりお父さんが気好く［気持ち良く］食べてくれるものを
探すわなあ。（1SY-21）』と語った。自分の好みよりも《夫の好みに合わせる》こと、また、
そのようにするしかないと受け止めて、食物選択をしていると語った。さらに《夫の体のため
によい》などの夫の体調改善や疾病予防に配慮し、夫の好みを優先し、夫が機嫌を損ねないよ
うな食物を選択すると語った。また、夫に合わせていると答えた女性は、夫が入院した時の食
事を手抜きしていた例を挙げて、日頃の食事作りは自分のためではないことを強調した。
　次に、高齢者は、子どもや孫が訪問した時の食物選択を特別のものとして捉えていた。自分
たちのためには必要ないが、《子どもや孫が好きなもの》《子供や孫の体によい》と思う食物を
彼らに食べさせるために選択し、常備すると語った。
６）品質
　「品質」では、『…色々添加物の書いてある項目あります。必ず見ます。で、色々入ってたら、
『これはやめた』て思いますし。はい。添加物が無いちゅうか、…。（13TF-80）』という語り
があった。《食品添加物を含まない》《自然のままの食材が使われている》《人工的な食材を含
まない》物を選択すると考えていた。また、《製造者（メーカー）が明らかである》《消費期限
（賞味期限）が明らかである》《銘柄や品種が明らかである》《産地（国内の）が明らかである》
《原産国が明らかである》など、その商品の品質表示の如何が食物選択動機であった。
４．考　　察
　本研究は高齢者の食物選択動機 （食物選択過程の意思決定に関わる認知的要因）を具体的な
高齢者の語りから捉え、Furst et al.20）の食物選択過程モデルの構成要素にあてはまるかどうか
を検討した。また、生成した171の食物選択動機項目28）をその定義に分類し、高齢者の食物選
択動機の様相の解釈を試みた。概ね、定義にあてはまる広範囲の食物選択動機の様相を捉える
事が出来た。
　「感覚」に関しては、食物に期待する味、色、外観および気分を重視していることが明らか
であった。「感覚」は食物から得られる味、外観、香り、風味、舌触りやその他の特性のこと
であり、食の楽しみや嫌悪に影響する10）。味は、高齢者の食物選択を形作る最も強力な価値の
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うちのひとつとみなされている21）。また、ほぼすべての食物選択においてほとんどの人々にとっ
て主要な考慮事項であるとされている10）。日本人は、食物のサンプルから直接得られた情報を
重要視する傾向が強く、食材や料理を選択する際に、見かけを重要視する29）傾向があることか
ら、感覚に関する事柄が食物選択動機となるのであろう。また、食べることによって気分を発
散、良好にすることを期待しているものと考えられる。高齢者においても同様であると考えら
れる。
　「利便性」では、調理にかかる労力や時間に加えて、後片付けに要する労力や時間をなるべ
く回避したいという理由が語られた。より簡便な食事を求める傾向は、若者だけではなく、シ
ニア層（50〜79歳女性）にも中食の利用・調理行動の簡便化が浸透30）してきているところである。
今回の結果から、食事の準備や片づけの簡便さを求める理由がみられ、高齢者層においても食
の簡便化は進んでいるものと推察される。高齢者の食物摂取状況調査14）によると、主食、主菜、
副菜の揃わない人が約２割を占めている。また、主菜を２品以上摂取し、過剰栄養となってい
る高齢者が存在する14）。このような現象は、高齢者自身が、食事の準備や後片付けに簡便さを
求め、総菜や加工食品の利用者の割合が高くなることが一因ではないかと推察される。また、
食事担当者の死亡や加齢による身体の変化に起因する調理に対する負担増加が食物選択動機に
影響していることは否めないであろう。
　「金銭上の考え方」に関しては、価格や家計費の範囲で賄えることが考慮され、安くかつ品
質のよいことが望まれていた。年金生活者は、「安さ」を繰り返し語り、日々の食費をなるべ
く安く抑えることが食物選択動機であった。しかし、その一方で、価格価値は、「真の値打ち」
という概念を伴っている10）といわれるように、同じ食物なら、価格の高い方が品質がよいと考
えている人もいた。現代では、食物を自給よりも店で購入することが多く、食物や外食の価格
は金銭的資源に影響される。したがって使用可能な資金と食物の価格、本人の金銭に対する考
え方は、食物選択を左右する食物選択動機である。
　「健康と栄養」では、自己の健康管理、高齢期に生じやすい疾病の予防が食物選択動機であっ
た。高齢者は、若年者に比べて、味噌、醤油などの調味料、漬物、魚介類、特に干物や練り製
品などの摂取頻度が高く、塩分の摂取量が多い31）ことが報告されている。食塩の過剰摂取は、
循環血液量や心拍数を増加させ、さらに、交感神経の緊張により、細動脈を収縮させて、高血
圧を発症する32）。コレステロールが原因で動脈硬化などが起こる。特定の疾病を避けることを
目的とした考え方は、高齢者特有の食物選択動機であると考えられた。さらに、認知症、物忘
れ、骨粗鬆症などの疾病や症状は高齢期に生じやすい。それらを予防したいという思いが食物
選択の動機となっていた。このような疾病予防に関する動機は、若者や一般成人を対象として
開発された調査票19）33）には認められない項目であった。70歳以上を対象にした内閣府の調査１）
によると、約８割が自分や配偶者の疾病や健康を不安に感じている。毎日を快調に過ごしたい
という期待感を持ち、食事や特定の食物からの悪影響を避けるように日々の食物選択の際に考
慮していることが明らかであった。健康に対する不安を食物選択において少しでも解消したい
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と考え、それが高齢者特有の食物選択動機であることを本研究では明らかにすることができた
といえよう。
　「関係性の折り合い」では、夫のいる女性は、夫の好みや体調に関する事柄が優先的な食物
選択動機となっていると考えられた。また、それは、夫との関係性をうまく保つ手段であると
考えられた。年配の女性には性的役割分業意識があり、食物の選択や食事の準備などの家事を
自分の仕事として捉えているものと考えられる。また、その食物の選択や献立の内容は、夫を
中心として計画・実行されており、「そうしなければならない」という規範を持っているもの
と考えられる。Sobal et al.10）は、「家庭の食の管理者というべき人たちは、家族の食べ物の好
き嫌い、癖に気を使い、家主、同僚、客のいる状況下では、役割と関係性が食物を選択する際
の優先的思考になるという食物選択状況がある」と述べている。また、個人の必要性と好みは、
関係性を築いたり、保ったり、修復したりするために曲げられることが多い10）としている。し
たがって、夫や家族の食事にかかわる女性は、彼らの好みやニーズを優先して調和を維持する
ような理由が食物選択動機となると考えられる。
　「品質」では、品質表示の内容について多く語られていた。産地、安全性は、ある人々にとっ
ては優先的に考えられる事項である10）ため、食物選択動機となったと考えられる。とりわけ、
調査時に世間を騒がせていた中国産の冷凍餃子事件等、食の安全性と関連するマスコミ情報に
敏感に反応して、品質表示の内容に対する関心が高まり、その結果が食物選択動機となってい
るものと考えられた。
５．結　　語
　本研究は、食物選択過程モデルの構成要素20）を定義し、その定義に沿って高齢者の語りを分
析し、高齢者の食物選択動機の様相を捉えた。この食物選択過程モデルは、人が食物選択過程
において使う欠くことのできない重要要因を包括的に統合し、概念化されたものである。しか
し、海外において開発されたこと、一般成人を対象として開発されたものであること、文化的
な背景が異なることなどから、我が国の高齢者の食物選択過程の構成要素も同様であるかどう
かについてはこれまで検討されていなかった。しかしながら、概ね、定義にあてはまる「食物
選択動機」を捉える事が出来たと考えられる。しかし、１個の食物選択動機項目は、前後の文
脈によって複数の定義に分類することが可能であった。たとえば、《47甘いものである》とい
う項目は、体重をコントロールすることを考えている人においては、「iv 栄養と健康」に分類
できるが、別の人にとっては、嗜好についての語りであり、「（２）影響２）個人的要因」に分
類できると考えられたからである。
　さらに、食料品店から離れた地域に居住し、野菜を自宅で収穫する女性は、『旬でおいしそ
うで、一週間に１ぺん［１回］くらいしか八百屋によういかんもんで［行けないので］、１週
間分まとめて、旬でおいしそうで、値段の安そうなもので、いえの畑にないもの（1SY-11）』
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というように、多くの動機を同時に語り、食物を選択する際の認知的な様相が非常に複雑で力
動的なものであると推測された。このような並立する複数の要因を高齢者はいかにして操作し、
実際の食物選択へと至るのか、意思決定はどの段階で行われるのか、その要因間における意思
決定のプロセスの様相を今後整理する必要がある。しかし、いずれかの動機を強調し、繰り返
し語る人もあり、「動機」のタイプによって個人を類型化できると考えられた。したがって、
今後は、量的な手法を用いた分析により、食物選択動機項目の分類を試み、動機を類型化でき
る指標を開発することを課題としたい。そのような課題は残されたけれども、本研究において、
Furst et al.20）の食物選択過程の構成概念を用いて、我が国の高齢者が食物選択時に重要視する
具体的な事象を解釈することが可能であった。高齢者がどのように考えて食物を選択しようと
しているかについて理解を深めることができた。若者や一般成人では見いだされていない健康
管理や疾病予防に関する食物選択動機を明らかにすることができた。得られた知見は、食物製
品の販売や高齢者向けの製品を開発する企業にとって、また、高齢者への食教育や健康支援を
する人々が、高齢者を理解することに資することができる。
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